



(前回まで) 


前回まで） カムイ伝 ㉚ 

Jr ；正助らが中心となってすすめていた新田開発は、その間、幾多の難関や障碍を重ねな 
如、らも、いまようやくその成功をみた。人々は、おのれらの血と汗とによって、嘗つて 
^ •荒野であったそこから、初の水稲と棉花の収穫を.得たのであった。水稲の収穫にともな 
う歓びはもちろんであるが、ことに百人手間と言われる棉作においては、それだけに人 
漏_ : 人の感激も大きく、はかりしれなかった。そのうえ、棉作については、すでに正助の研 
^ 究があったとはいえ、計画的に栽培されたのは日置領内においては初めてであり、商品 

作物であるという性格からいっても、その収穫にことさらの意味があったのであった。 
i それは、商品作物が、その生産を通じて百姓をして自動的に市場とつながりをもたせ、 
ベ そのことによって、百姓を単に年貢の負担者と権力による搾取者という支配関係に全幅 

パ歡. 的に依存させることから放たせ、それだけ自力をつけさせるものだからである。 

^ ' この意味で、商品作物の開発は従前の農業に比して革命的であるが、他面では、市場 

• などの流通機関と結びついてはじめてその価値が生産者に還元されこそすれ、繭にしろ、 

棉にしろ、生産されたそのままのものでは、飢えの足しにもならぬという特殊性をもっ 
/ : ている。その実例を正助は、棉の一大産地といわれる摂津、河内において、まざまざと 

磬 見ているのだった。それゆえ、商品作物を栽培しながら、どのようにして、飢饉や、考 
え得る悪条件の中を切り抜けるかが、これからの生産者の課題でもあった。 

新田開発による収穫は、単に米や棉だけではない。開発工事、作物の栽培作業を通じ 
て人々の協力関係、ことに非人と百姓とのそれがより強まったことは、新田開発本来の 
目的に副次的であることをこえて、大きな収穫に数えられようし、非人らが真に生産す 
: る者の歓びを知ったのも、おそらくこんどが最初であったに違いない。この貴重な体験 
-は、この後の彼らをその内側から揺るがすものであろうし、やはりこのこともその一つ 
に数えねばならないだろう。 , 

しかし、新田からの収穫を得て、少しばかり豊かほなりかけた花卷村を、藩でははや 
’ くも窮乏財政をつくろう好餅として注目していた。新たに田畑を切り墾いた者には、そ 
ベの土地に限り数年間の年貢を免除する通例であったが、それを破って锹下年季（上記特 
- 権）を縮めようと謀ったのである。やがて役人が開発地に測量の足を踏み入れたころ、 
当の正助は、他国に向かって旅立っていたのであった。 
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(後記） \ 

まずおことわりしておきたいのほ、話がだいぶ飛躍してしまったことである。 

当然今回は、花卷村新開地の新田畑に対する領主側の干渉に対して、百姓たちの本能的な 
感情から起きてしまった突発的な騒動の顚末と、他領の棉作地と、飢饉時における状況の兒 
聞に向かった正助の思わぬ危機の場面から、物語をはじめるべきであるが、種々の事情から 
かくなる結果にな.つてしまった。これらは、次回にゆずりたぃ。 


ぃっの時代におぃても、支配者とぃうものが、民衆のために心を配ったり、救ぃの手を差 
しのべてくれるなぞと思ってはならなぃ。権力者は、たえず、おのれのことのみを考え 、お 
のれの階級め利益と保持のためにのみ、民衆につぃて気をつかうのである。 

支配者の言うことは、一つとして信じられるものはなぃ。彼らが口にする ヒューマニズム： 
平等、自由、平和、独兑、秩序、道徳、愛国心等々は、われわれのものではなぃ。すべて彼 
らの支配のための、それを維持するための方便にすぎなぃ。 

かって支配者が、おのれらが存在するとぃうことの矛盾を避けるために、ぃかに民衆に犠 
牲を強ぃたかは一々例をあげ，るまでもなぃが、念のため、最も責任を回避されやすぃ天災の、 
しかもその中のほんの一例をあげれば、弘前藩における元禄八.九両年の凶作におぃては、 

十•余万人の餓死者をだし、疫病で死ぬ者数万人、空屋が七千戸にも及んだとぃう。 

天明の大飢饉におぃては、同三年四年にかけて、領内の餓死者、男•四万六千八百八十二 
人、女•三万四千七百九十六人と記されてぃる。また、斃れた馬•一万七千二百十一四荒 
田•一万二千九百九十七町五畝二十三歩、荒畑•六千九百三十一町八反五畝二十四歩、とぃ 
つ数字が上がってぃる。これは、その一部の例で•ある。これを天災とい ってかたづけること 
のできなぃのはもちろんのことである。 

とぃうのは、現代の賃金形態によ•る抽象的搾取支配の資本主義社会におぃても、彼らは、 

口に」±民宇主義を唱え、自由を叫び、人類愛を主張しながら、かって世界に頻々と起こった 
恐慌時におぃて、彼らはおのれらの保持と発展のため、民衆に何.を強ぃたか。 

賃金の引き下げ、首或首、労働強化、労働条件の改悪、権利の侵害、梢税インフレ そ！ 

て弾圧。 

彼らは、民衆の犠牲のうえに恐慌を乗りきり、この犠牲によってのみ、拡大内 •斗:;屯を nf 能. 
ならしめたのである。そしてさらに、戦争 . 。 

ぃったぃ、民衆が起こした戦争があっただろうか。っねに’戦争は、 彼ら支妃階級の存立と, 
矛盾の打開のための、さらにそのために人々におびただしぃ犠牲を強ぃ てまで ||1 r ••，•セれ、 
実行される手段なのである。彼らは、おのれらのためには、どのような 手段も辞さな ぃそ 
のために唱えられる愛国心などとぃうものには、絶対に惑わされてはならなぃ。 

一方におぃて飢え、他方におぃてそれを傍観した幕藩体制の中から、愛闽心の、伝統は见出 
せなぃ。愛国心は、支配者によってこしらえられた言葉である。しぃてぎえば、おのれジ；乃 
夢を追求し、自由と権利を主張し、権力者と闘い続けてきた人々の、闘ぃの中にのみ愛心 
の歴史と伝統をみるべきであろう。 
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「防衛」について 
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われわれの国に あると かいふ 
「小軍隊」がもし実在のもの 
とすれば、それがすでにいく 
さの部分なるがゆ^に、あき 
らかに地上の悪にほかならな 
い。 おそらく この「小軍隊」. 
の組織は、どこにも敵が あら 
はれなくても、われわれの国 
の人民をみなケダモノ化する 
やうな方向に拡大して行くだ 
らう。 

石川淳*>云術家の人間条件』 

右のエッセィは昭和27年4月 
に、あるいは3月に書かれたも 
のだが、あのころは「実在」す 
ることを認めるかどうかが論点 
となった「小軍隊」が、今では 
「実在」を認めないことが非現 
実的とされる。のみならず、今 
年国防会議にょって出された三 
次 防計画(第三 次 防衛力整備計 
画)では約二兆四千億円という 
巨額の金を要求している。これ 
は37年度から41年度までの 二次 
防の約二倍にあたるというが、 
額が大きすぎて ピンと こない。 


ただ標準公団住宅だったら百二 
十万戸以上が建つほどの金であ 
る。そして、，この国の人民の支 
出という点から見れば、一人当 
り二万四千円だすことになる。 
こういったら、普段は関係なく 
見える「小軍隊」と私たちが、 
どれほど密接に結びついている 
かはっきりするであろう。この 
巨大な金を兵器の更新、兵器の 
国産化•研究開発にあてるとい 
うのが三次防計画の骨子だが、 
当然のことながらこの計画実施 
を渴望しているのは、最近輸出 
の伸び悩みに苦しんでいる産業 
界である。 

三菱重工は 50 億円かかる超音 
速ジュット練習機の開発を決意 
して、防衛庁、大蔵省に予算の 
裏づけをするょう働きかけてい 
るそうだし、35ミリ高射機関砲 
.をつくる日本製鋼所、81ミリ迫 
撃砲弾をつくるダィキン、対潜 
飛行艇をつくる新明和工業、対 
潜しょう戒機 「 P 2 V 改」の量 
産乞する川崎航空機等は設備投 
資にかかっているということで 


ぁる。(朝日新聞 • 2月11日朝 
刊) 

正当の権利を有するものと認 
知されようがされまいが、一度 
できてしまえば子供は育つ。自 
衛隊という名の「小軍隊」とて 
も同じことだ。2月13日から3 
月8日まで朝日新聞朝刊で『自 
衛隊』という特集をやっていた 
が、それによって日頃私たちが 
その「実在」を忘れているのと 
は逆に、自衛隊の方では、常に 
「国民」という存在を意識して 
いるとい、っ事を知った。.私たち 
は否応もなく金で自衛隊と関係 
を結んでいるが、自衛隊が望ん 
でいるのは金だけではケいらし 
い。「国民」の心が欲しいとい 
うわけだ。「国民」との一体感 
を得るために「国難」でも起こ 
つてくれたら、というようなこ 
とを口走るものもあるという。 
「国難」とはまた御大層な言葉 
'だが、それは一体如何ハ H るもの 
か、即ち、自衛隊好みの表現で 
いえば「国の防衛」とはどのよ 
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うなものか。そして、そのごと 
と私たちはどのような関係にあ 
るのか。 

石川淳が既に指摘しているよ' 
うに、現代では平和と戦争とは 
対立概念としての意味を失って 
きている。日本は「平和 だ」 と 
_>われる 力 そしてそのよう こ 
見え.もす るが、 現実には平和で 
も戦争でもない、あるいはその 
どちらでもある状態にある。こ 
れは何ら抽象的な観念ではない。 
例えば、東京周辺にはミサィル 
基地が四か所ある。ここでは対 
空ミサィルは発射台にすえ.られ、 
常に発射15分前の態勢におかれ 
ている。レ—ダ—は四六時中目 
標捜索をしている。即ち、「常 
時臨戦態勢」ということだ。基 
地の中はこのような状態だが、 
基地の外ではアベックが小春日 
和を楽しんでいるかもしれない。 
つまり戦争と平和が同一平面の 
上にある。そして同1平面上に 
ある限り両荠の関係は量的なも 


のである。 「小 軍隊」がふ とれ- 
ば、 平和は やせる。 アベックニ 
人の 防衛¥?四万 八 千円分 だけ、 
彼らの 味わう「平和」 な春は 残 
り少くなっているはずだ。何故 
なら、現代においては軍隊の存 
在それ自体が「平時」を「有事」 
に変えているからだ。といえば、 
「否、 自衛隊は 敵の 侵略を防ぐ 
ことによって平和を守っている 
のだ」という反論がはねかえっ 
てくるだろう。だが、「侵咯 - 
する 「敵」 とは 何か。 

自衛隊と在日米軍との24時間 
待機は、グリニッジ標準時によ 
って ハヮィの24時間待機に結ば 
れ、さらにハワィから東南アジ 
ア、アラスカ、ワシントン、欢 
州へ と網の目のようにひろがっ 
ているそうである。グリニッジ 
標準時に従って 記録されると” い 
うこと によって 象徴されるよう 
に、 この 「常時臨戦態勢」 は— 
界戦略 体制の一翼を荷っている 
のである。ここに'おける 「敵」 
とは、アメリカ風の表現でいえ 


ば、 「自由を脅かすもの」であ 
り、自衛隊の「想定」にょれば 
「赤 国」である。 「赤 国」とい 
え ば、 まるで外部の「敵」のょ 
うな感じを受けるが、自衛隊に 
とっての「敵」はそれだけでは 
ない。 

「潜在的な間接侵略部隊は、 
もうとっくに上陸ずみだとい 
える」と、中堅どころの幹部 
がもらしたのを聞いた。 
「なぜなら」と彼はいった。 
「淵接侵略の火付け役になる 
のは国内の革新分子ですから 
ね。」 

同じ意味の言葉を海上自衛隊 
でも航空自衛隊でも聞いた。 
みんな似た表現であった。 

(朝日新聞 • 2 月 24 日) 
「敵」は国内にもいる。「革- 
新分子」、 「急進分子」 が集団を 
作り「暴徒」、と化せば、徹底的 
に「制圧」するという。 

レーダーに一個の点としてう 
つる「敵」を撃ちおとす時、指 
示を下す管制官も、ロケッ 

卜 fe 


のボタンを押す。ハィロットも気 
楽であろう。いや、それ以上に、 
彼らの胸には「国難」を救うと 
いう「愛国の熱情」が湧きたっ 
ているかもしれない。しかし、 
「侵入禁止線」 を突破してくる、 
自分と同じ言葉をしゃべり、同 
じょうな顔付きをした「暴徒」 

に小銃の照準を合わせ、引金を 
ひく狙撃手はどうであろうか。 
その時、彼が銃にょって守って 
いるものは一体何なのか。彼の 
国か、生活か、 それとも 幻想の 
中に「実在」する秩序か。 

自衛隊という、この抽象的な 
存在にとっては、秩序と いう 幻 
想こそ守るのに似つかわしいも 
のであろう。だが、「侵入禁止 
線」を突破してくる「暴徒」が、 
この世界において守るべき可物 
をも持たない存在だとしたら、 
それを狙い撃つ狙撃手ひとりひ 
とりは、守るべき何を寺ってい 
るのか。 

(67 年 3月17日) 
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秋であった。 

夜ごと昇る月は日と共に丸くなる0 

紅葉は、ゎずかの風にもハラハラ. 
と散る。 

音だけ聞けば、それは夜降る雪に 
も似てゎびしくも静かなル激でぁっ 
た。 

いまも1月あかりのすだれに、 

ハラリと一葉、赤児の手の如き紅葉 
力ちりかかって、とまり、あざやか 
な模様をつくった。 

白‘い手が、その模様友いとおしむ 
かのように静かにそのすだれをなで 
た？ 

女のような指。働くことを知らぬ 
その指の持ち主は、古人皇子である。 


頭をそり、墨染めのころもに身を 
っつみ、仏法に帰依した元の皇太子 
•古人皇子である。 

夢かまぼろしのよぅなあの一日、 
いや一刻か二刻の出来事が、いまも 
皇子の脳裡にこびりついてはなれぬ。 
そして、その日から今日までのわが 
身の変わりよぅについても . 。 

草むらにすだく虫の声すらが、皇. 
子の運命を思わせて哀れであった。 

吉野の山は八日月、冬のけはいが 
はや忍びよる。 . 

中大兄が皇太子にっき、大化.の改 
新の大号令は大和朝廷の勢力の及ぶ 
津 々浦々にまでと.どろき 渡ろうと し 
.ているきようこのごろ、みずから頭 
をそり出家した古人皇子は、この吉 
野山頂の庵にうつりすんだ。 


それにしても想われるのは、いま 
まだ都に住む一人の娘 • M のこと 
である。古人皇子の娘•倭姫は、あ 
ろうことか中大兄皇子の妻であった 
のだ。 

(さぞや、つらい思いを耐えてい 
ることであろう) 

古人が倭姫の黒い瞳を思ったとき、 
目の前をまた一枚の紅葉が散った。 

-- おききしたいことがございます」 

紅葉が口をきいた。いや紅葉ち り 
し•く地面に深く頭を下げた影の声で 
ぁった。 

「世を捨てたわたしに、何をきこ 
うというの か」 

「あなた様が、あの日言われた こ 

とばの意味を- I 

「あの日いったわたしの こと：？. 



「はい。韓人、鞍作臣を殺 - L つ— 
ということばの意味でございます」 
「ぉぉ」 

思わず古人はよろめいた。考えて 
みれば、今の自分のこの暗い運命は、 
いわばその•.ことばによつてきめられ 
たのではなかつたか。 

胸に岩石をのみこんだような重い 
感覚の中で古人はようやく次のこと 
ばをさがした。 

「その方、何と申す」 

「はい、弓月と申します」 

影ははじめて顔を上げた。八日月 
に弓月の顔は彫り深く影をうつして 
ぃた。 

「弓月か……志能便よのう」 
「おことばの意味を」 

「口は……」 

といつて古人は一度ことばをのん 
だ。 

「……人の運命まで決めることが 
ある あのことばの意味はそれだ 
よ。お前も気をつけるがよい」 
いいすてて古人はパッと奥へ入つ 
た。わずかの風に、すだれの紅葉が 
ホ ロリと おちた。 

瞬間、弓月は：大地をけって庵の 


屋根へとんだ。とたん、ビユ—ッ、 
.風と共に散りしくおちばがまい上が 
り、その葉の中に、弓月はまごうか 
たなき人影が浮かぶのを見た。 

「鳥——とはそなたの父でぁった 
な」 

人影 U いった. 0 

「何者/」 

火影はうすく笑った。 

「韓の志能便•垂」 

「韓忍者•垂……」 

はじめて聞く名前だ。が、考える 
間もなく闇をきって白刃が舞った。 

「とっ/」 

庵の屋根をけって空へ……一回転 

. さかさおとしに地へ——この間 

に垂となのる影は一気に大地へとん 
だ。白刃を空へ向かって立てる。が、 
弓月は、白刃すれすれのところで紅 
葉の枝にとりすがり、その弾力を利 
用してはね上がりざま、ピッピッピ 
ッ松葉手裏剣を雨の如く降らせた。 

「ぁざ/やか」垂がいった。 

とそのことばのおわらぬうち.、垂 
の口からコオーッと風をまいてほと 
ばしる紅蓮の炎。その炎は、あっと 
いう間に，弓月の着衣を焼いた。ドシ 


ン"火にくるまっておちた弓月、す 
かさずその炎の真中に垂の刃が……0 
が、一瞬、その垂の背中から腹へ、 

弓月の剣がドスッとくいこむ。 

ぐっ、血をかむょうな声と共に、 
おどろくべし、韓忍者•垂は、弓月 
の剣を背中にさしたまま、庵の屋根 
ベとんだ。 

追おうとした弓月に、どっと降る 
ぬるぬるとした液体。血だ/垂の口 
から血が降ったのだ。 

「又会ぅ。弓月」 

垂の姿は、そのまま八日月の影と 
消えた。 

ぼうぜんと弓月は立ちすくむ。素 
裸の弓月のからだは、顔から胸まで、 
とつぷりと血ぬられていた。 


キッキッキッ、とつぜん鳴いたの 
は野猿の子ででもあろぅか。 

が、吉野山のしじまを破ってきこ 
えるのはまごぅかたなき人間の赤児 
の声。 

昼なお暗き森の中に、丸太をくみ 
あわせ、つたでゆわえただけの小屋 
があった。赤児の泣き声はそこから 


した。 

「八雲たつ 
出雲白雲 
海にたつ」 

一つおぼえのぞの歌と、まだ幼な 
さののこる声は額田王の声。そして、 
赤児をあやす母の声は玉櫛の声にち 
がいない。母，ならぬ母、弓月の子を 
産みおとして死んだ若菜のたのみを 
入れて、玉櫛はその子を育てる決心 
をしたのだ。 

寒い。忍者の弓月にさえ、山の冷 
気は身にしみる。わけても、あの血一 
を洗うため谷川の水を浴びたあとな47 
のだ。弓月の身体からはキラキラと- 
まだしずくが垂れていた 0 

しかし——おれには帰る家はない。 

月明に小屋をみながら弓月は思う。 
あの日から一言も口をきいてはくれ 
ない玉櫛 — I 長い間心に秘めて来た 
その面影が、今これほど間近にいる 
というのに、弓月はその玉櫛のあ.た 
たかさをまだ知らなかった。何故か 
玉櫛に近づくことははばかられた。 

弓月は、そっと小屋近い大木の下 
の落葉の上に、身をちぢめて横たわ 

った。‘ 









月は傾き、星はぅつる。ふと弓月 
はサラサラと落葉をふむ足音をきく* 
が、黙って目を閉じつづける。 

足音は弓月の近くまで来て立ちど 
まった。そして、やがて、フワり、 
弓月の上にやわらかい衣がおちた。 
サラサラと 足音は遠ざかる。 

「玉櫛/」 

足音は、一瞬止まって、そしてか 
わらぬ歩調で静かに去る。 


なぜ、おれは声をかけたのだ I 

後悔が胸をつく。弓月.は衣のやわら 

かさを玉櫛のぬくもりとして抱いたへ 

\)/ 

三 

/(\ 

ゎぁ—っ、がぁ一っ、 

数百人が一時にあげるときの声。 
そして、*どどっと 津波の 如くかけ 
る数百騎の騎馬の群れ。 

あかっき近き飛鳥 if - はとつぜん眠 


りからさまされる。 

しかし、.飛鳥の都に住む人たちは、 
それを夢うつつのうちにきいて、ま 
だ眠りのなかにあった。——また、 

やってる。-一度はめざめても都 

人たちはそうつぶやいて頭を枕から 
あげょうともしないの だ。 

あの大極殿の政変以来、これは每 
朝のことであった。すべての人がも 
うあきらめ、あけ.がたのざわめきに 
なれていった。 

どどどつ、わ あ一 つ、 

飛鳥野の露を払ってかける騎馬数 
百一白^!のひきいる能登軍団が 
今朝も訓練に余念がないのであった。 

三百年、いや四百年前、こうして 
九州から攻めのぼった騎馬民族の祖 
先たちが、馬蹄に出雲族をたちまち 
けちらしていく 姿を頭に えがく たび、 
能登軍団隊長白布の若い胸はひとり 
でに波うった。 

(おれの時代、ちっぽけな闘いし 
かなく なってしまった。 くそっ/.) 

だから弓月はことさらに先頭で荒 
れまわりあばれまわって汗を流すの 
だ。 

そのころ、皇太子となった中大兄 


皇子は、かたく開かぬ妻の倭姫のか 
らだを殴りつけていた。 

「それほどおれがにくいか。八力 
モノ、にくむなら、そなたの父をに 
くめ。父の軽々しい口をにくめ」 

倭姫の白い肌を殴りながら、中大 
兄はうすら笑いすらうかべて話す。 

話すうちに自分が自分の言葉に酔い、 
古人皇子に対する怒りがょり大きく 
なって くる。 

「バヵな/.おれがせっかく騎馬 
民族の征服王朝をかたく守らんとし 
ているのに、貴様の父は不覚にもわ一 
れらの正体を暴露する如き言葉をつ-48 
ぶやく。『韓人、鞍作臣を殺しつ 
我心痛し』とは何だ/ I 韓人』と 
は何だ/.ああ、おれたちが韓人だ 
からこそ、おれは苦労しているので 
はないか。それを貴様の父は^—開 
け/お前はわしの妻だ。夫に向か 
ってからだを開くのが あたりまえ だ、 
さノニ 

倭姫のからだはかたかった。目は 
とじ、その白い肌は陶器の如く動か 
なかった。 

ガタッ/ 

そのとき、中大兄の部屋の帳に何 


かがあたった。はっとしてふひむい 
たと き、中大兄はそこに白刃がつき 
たてられて黒い影を見た。韓忍者. 
t ぁった。 

「垂か……」1 

「ゎが君、古人皇子に謀叛のくゎ 
だてあり」 

一瞬、中大兄の唇がゆがんだ。そ 
れは不気味な笑いであった。 

「そぅか、証拠ありや」 

「弓 月と 申す 忍者と 古人は毎夜の 
如く吉野の庵で」 

「ょし、それだけで充分^— 垂、 
その身体でまだ動けるか」 

「なんの、これしき」 

「ぅむ、ただちに白布と大海人皇 
子を呼べ。.この機に古人皇子を殺す 
のだ」 

「はっ.」 

声と共に影は消えた。 

ッーッと、•倭姫の目尻から涙が一、 
筋つた.わって、白いしとねににじん 
でひろがっ >』。 

「きいたであろう。そなたの父は 
わたしが殺す。-殺すのだ、おれが、 
な」 

中兄大の血は妖しくさわいだ。そ 


のまま、中大兄は陶器のような倭姫 
のからだをくだけよとばかり犯しは 
じめた。 


飛鳥から吉野へ h — 能登軍団の騎 
馬隊は土けむりをあげて突進した。 

その中にあって大海人皇子は、ひ 
とり暗い心でたづなをあやつった。 

(世を捨てた古人皇子を何故殺さ 
ねばならんのだ。おれには 兄 上の 心 
がわからぬ。それにいまおれの横で 
喜びいさんで馬を駆るこの白布とい 
う男——まるで血に飢えた狼のょう 
な。おれに•は出来ん) 

最後のことばだけが口から出た。 
ぱっと白布がふりかえって、ニヤリ 
と笑った。美しい歯並びが秋の陽ざ 
しに、美しいだけに不気味であった。 

大每人は目をとじて馬に鞭をあて 
た。そして白布のつぶやきを馬蹄の 
中にきいた。 

「いくじなし，め/.」 

古人皇子は弓月のことばをきいて 
も動こうとはしなかった。いずれこ 
、っなる ことはわかっていたょうな気 
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がする。いやむしろおそすぎたのか 
もしれない。 

「弓月とやら、お前は早く去れ、 
わたしのまきぞえを くう ことはない 
ぞ」 . 

「はぃ」 

答えたものの弓月も動かなかった。 
一切ののぞみが消え、玉櫛すら心を 
開いてはくれぬ。(おれはこのひと 
と一緒にここで死のう。そ、.'9だ、闘 
わず、古人と共に、白布の馬蹄でけ 

ちらされたら . さぞいい気持であ 

ろう) 

やけくそでそう思ったのか。いや、 
そのとき弓月の心は澄んでいた. 0 吉 
野山にかかる月の如く澄んでいた。 

(そういえば-今夜は十三夜のは 

ずだな) 

「にげましょう。玉櫛」 

額田王はしきりに玉櫛.の手をひっ 
ぱる。 

「広い日本だもの、どこかに赤ん. 
坊と 三人でおちついて暮らせる とこ 
ろがあるわよ」 

玉樹は首をふる。そんなところが 
この日本にあろうとは信じられない。 


出雲一族の娘として屈辱に生きて来た 
玉櫛には額田王のょうな夢は、とう 
の昔にくだけ散っていた。 

しかし——この子だけは。胸に抱 
かれて無心にねむる赤児の顔をみる 
と玉櫛.の心もぐらつく。若菜さんの 
ためにも . そ.うも®う。 

「いきまし ょうよ」 

ふたたび額田王が手をひっぱる。 
心の弱さがからだの弱さ.となって、 

玉櫛はズルズルと立ち上がっていた。 

能登軍団八百。噴き上げる火山の 
煙の如く古人の庵めざして一直線/ 

鳥はおどろき、猿は梢を走る。白 
布の胸は半年ぶりに快感にふるぇた。 

-が、めざす庵は深閑として声な 

く、どどどっ、能登軍団とくいの包 
囲戦術にも何らの応ぇがない。 

「くずせ/.」 

白布の命令一下、騎馬隊の手から 
とんだ投繩は庵の屋根に柱に まきつ 
いて、そして、どどっ、騎馬の疾駆 
と共に一気に崩壊——土けむりの中 
で、白布は、庵の床に静かに坐る二 
人の人の姿をみかけた。 

古人と、そして弓月である。 


(中大兄め、またおれをこんなち 
っぽけな闘いにつかいやがる) 

怒りは、じっと坐る二人に向けら. 
れた。 

「つっこめ/」 

わあ一っ、ときの声と馬蹄は地軸 
をゆるがして、八方から二人に迫る。 

——ビッビッガッ/ 肉にくいこ 
む鞭、刃、そしてつきころがす馬の 
勢い。弓月はなぜかにんまりと笑っ 
て横の古人をみた。ころがった古人 
は身じろぎもしない。死んだのか、 
もう。攻撃は果てずくりかぇされた。 
ビッビッピシッ /. 鞭が八百の鞭が 
一気に襲い、剣が肉を裂き、血がほ 
とぼしる。 

おれも、もうすぐ死ぬ。ビッビッ 
ピシッ /. 頭上を五頭、十頭、馬が 

とびこぇ、馬蹄が顔をうつ-これ 

でいいのだ。 

が、しかし、なぜか弓月は全身の 
筋肉が奇妙にゆれうごくのを感じる。 
攻撃に対して、敏感に反応しょうと 
する忍者のからだ。うごくな、死ぬ 
のだ、おれは —— が手足だけが動く、 
それが忍者としての悲しさなのか。 

弓月はぃ〇か立ち上がり、襲って 
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神保町一の五五青林堂 
ダィヤモンド系 






来た能登軍団の一人の剣を奪った/ 

「くるか、弓月」 

白布の剣が迫る。どどっ、一瞬、 

馬腹を下からなであげ、かえす刃は 
左右から来た敵を刺す。 

がお—っ猛獣の怒りにもにた能 
登軍団八百の声は吉野山にこだまし、 
•自分の意志とは関係なく荒れ狂ぅ弓 
月を中心に、それはよせてはかえす 
怒濤の如くであった。 

その中で、古人のからだは、首が 
手が、足が、バラ八ラに切りきざま 
れ、流れる血汐は大地を染めた。 

いまは もう、弓 月は 何が何だかわ 
けがわからなかった。汗が血が、目 
に 入”、 しみる。果てることのない 
能登軍団の襲撃の くりかえしの 中で、 


弓月は完全に忘我の境地にあった。 

白布もまた、そぅであった。 やっと' 
おれと対決する奴に出あった。しか 
も白布には必ず勝てるといぅょろこ 
びもあった。.何といっても八瓦対一 
だ/ 

しかし、 ひとり みずからを捨てき 
れぬ男がいた•大海人である。大海 
人は乱戦の中をそっとぬけ出して、 
吉野の原始林に馬をのりいれた。 

庵は燃えていた。 

その火を森の彼方にみつけると、 
玉櫛の足はとまった。 

「どうしたの？ I 

額田王がきいた。 どうしようとい 
うわけもなかった。ただその時玉櫛 


には このまま 焼けて死んでいく 人が 
あわれであった。玉櫛はだまってひ 
きかえし はじめた。 

「玉櫛/.- もぅしらない。私 一 

人で行く」 

額田王はくるひと身をひるがえす 
とひと り走り出した。そしてとつぜ 
ん 、木々 の間から出て来た一頭の馬 
におどろいた。「あんた…… 」 馬上 
に顔をふせていたのは大海人である。 

「しばらく I 

額田王のつぶらな瞳が笑った。と 
たん大海人は。 ハッと 馬からおりると 
やにわに狂ったょぅに額田王を抱き 
しめた。額田王はしばらく抵抗して、 
やがてやめた。「好きなの？」ぽっ 
りといってそれから幼ない瞳をとじ 


た。 

玉櫛は血みどろの弓月の上に覆い1- 
かぶさつていた。いつか雨が降りは -5 
じめていた。焼けあとに血にまみれ 
て横たわる男をみたとき、玉櫛はは 
じめてこの男に生きていてほしいと 
思つた。 

ぅすい玉櫛の衣を通して雨がしみ 
た。その雨の音の中に、どどどつ、 
飛鳥のみやこめざして とおざかる騎 
馬群のひづめをきいて、玉櫛は弓月 
の顔の血をなめた。 

(つづく) 




カムイ伝が第 1 回から入手できます/ 

愛読者の渴望に応えてバックナンバー再版 

第1册〜第3册(第1回〜第6回）頒布中/ 

非人カムイを絶望的な状況に陥れた因子は何か？ 

悲劇は、カムイ出生のときすでに始まっていた。 

早やも二年余の歳月を数えた白土三平先生畢生の 
大作「カムイ伝」を第1回からこの機会にぜひ/ 

一カムイ伝再版促進会一 

\ カムイ伝の第1回から第10回までを5分冊にして再版しています。 \ 

>第1冊（カムイ伝①@)第2冊(③® ) 第3冊(⑤®)は既に頒布中で、> 

\ 第4冊は4月下旬、第5冊は5月下旬に発行の予定です。これは、^ 
j 希望者頒布•限定出版で、書店では発売いたしませんので、再び品 ^ 

< 切れとならないうちに、今すぐ直接下記へお申込み下さい。未刊分 \ 

< のご予約も受付けております。 ， ' > 

-- - 頒価各冊230円亍20円（切手も可•但し1割増）-^ 

申込先 • 東京都千代田区神田神保町1 一 55 青林堂内-カムイ伝再版促進会 


〈ガロ〉 特別 セール 案内 


バッ クナンノ《一の部 

今、全国で爆発的な人気を呼んでいる 
白土三平の大河マンガ< カムイ伝>は 
39年12月号から本誌に連載されていま 
すが、これをはじめからお読み下さる 
方々 のために、バックナンバーの 特別 
割引 セールを 実施中です。 

「カムイ伝 • 在庫セット」 

41年4月号〜42年1月号 

10册 • 1組特価1,300円 

(〒1組 • 100円） 

セットのほかに、1冊でも分売いたします。ただ 
し、品切の号もありますのでお問合せ卞さい。 


新刊予約の部 

月刊雑誌“ガロ”を、少しでも安く、 

しかも続けて読みたい方々のご要望に 

こたえて、次の通り特別予約 セールを 
実施いたしております。 

< A コース〉 6力月分予約前納の方 
には、800円に割引の上、「白土三平 
傑作選集」 （130 円）を無料進 M します。 

< B コース〉1力年分予約前納の方 
には、1，600円に割引の上、白土三平 
の単行本を1冊無料進呈いたします。 

★郵便料金の値上げに伴い、今後のご,予約には 
送料 （ A コース.100円、 B コース.200円）を申し 
受けることになりましたのでご諒承下さい。 


申込先 • 東京都千代田区神田神保町1の55 青林堂 
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